
平成１５年度 病害虫発生予報 第８号
平成１５年８月２８日
発表：福島県病害虫防除所

１ 主要病害虫の発生状況と発生予想（●多 ○やや多 □並 △やや少 ・少 －対象外）

発 生 状 況 予 想 発 生 量
（平年比） （平年比）

作 物 名 病害虫名 備 考
県 県 会 浜 県 県 会 浜
北 南 津 北 南 津

いもち病の浜通水 稲 いもち病
り山沿いは多（穂いもち） － － － － ● ● □ ○

斑点米ｶﾒﾑｼ類 □ □ □ ○ □ □ □ ○
セジロウンカ □ □ ○ □ □ □ ○ □

大 豆 紫斑病 － － － － □ □ □ □
カメムシ類 □ □ □ □ □ □ □ □

リ ン ゴ 斑点落葉病 □ □ △ － ○ ○ □ － 新梢葉
褐 斑 病 △ △ ・ － □ □ △ － 〃
キンモンホソガ □ □ □ － □ □ □ － 〃

果樹共通 ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲ ○ ○ ・ □ ○ ○ ・ □ 果実被害
カメムシ類 □ ○ △ △ □ ○ △ △ 〃
ハダニ類 △ △ △ ・ △ △ △ ・

キュウリ べと病 □ □ □ － □ □ □ －
(夏秋露地) うどんこ病 □ □ □ － □ □ □ －

炭疽病 □ □ □ － □ □ □ －
褐斑病 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ －
ﾜﾀﾍﾘｸﾛﾉﾒｲｶﾞ □ □ □ － □ □ □ －

トマト 葉かび病 － □ □ － － □ □ －
(夏秋被覆) 灰色かび病 － ○ ○ － － ○ ○ －

ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ － □ □ － － □ □ －

ピーマン 斑点病 □ □ － － □ □ － －
タバコガ類 □ □ － － □ □ － －

いちご うどんこ病 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ 茎枯病 － － □ － － － □ －
斑点病 － － □ － － － □ －

リンドウ 花腐菌核病 － － － － － － ○ －

野菜・花き ハダニ類 □ □ □ □ □ □ □ □
共 通 オオタバコガ □ □ □ □ ○ ○ ○ ○

予報の根拠の中で（＋）は多発要因、（－）は少発要因、（±）は並発生要因であることを示す。

Ａ 普 通 作 物
Ⅰ 発生予報と防除対策

地 方 県 北 県 南 会 津 浜通り
イネいもち病（穂いもち）

時 期 遅い

やや多
(山沿いは多)発 生 量 多 並



１ 予報の根拠
① ８月13日付けで、穂いもちの病害虫発生予察警報を発表したが、その後も降雨が続き、十分な防除
が実施されていない（＋）。
② 葉いもちの発生は、会津地域では昨年と同様に少ないが（－）、県北、県南および浜通りの山沿い
で８月上旬以降急増した（＋）。
③ 穂いもちの発生に影響する上位葉での葉いもちが、８月以降に急増した。さらに、本年は、下位葉
の枯れ上がりが弱く、下位葉の病斑が穂いもちの伝染源となることが懸念される（＋）。
④ 出穂期が平年より４～14日遅く、８月下旬以降も上位葉での葉いもちの増加が認められる（＋）。
⑤ 一部の品種で障害型不稔が予想され、穂いもちの発生の助長が懸念される（＋）。
⑥ 葉いもちの予防粒剤（箱粒剤を含む）を施用したほ場でも、穂いもちが確認されたので、これらの
ほ場でも、穂いもちの発生が懸念される（＋）。
⑦ 天候予報（８月22日発表の１か月予報）によると、向こう１か月は気温、降水量が平年並と予想さ
れている（±）。

２ 防除上注意すべき事項
① 病害虫発生予察警報 第１号（８月13日発表）を参考に適正防除に努める。
② 穂いもちを対象に散布剤を使用する場合は、穂ばらみ末期と穂揃期の２回の薬剤散布が必須である
が、さらに、多発が予想される場合は、傾穂期の散布を追加する。
③ すでに穂いもちに対する水面施用剤を使用しているほ場でも、葉いもちが発生している場合は、散
布剤による追加防除を行う。
④ 本年は低温の影響で生育が平年より遅く、地域、田植日、品種によって出穂時期に差が見られるの
で農薬の使用については、病害虫防除情報ファクスサービス「ファピィ」情報番号29番を参考にする。
なお、薬剤の選定、使用回数、使用時期に留意する。

地 方 県 北 県 南 会 津 浜通り
斑点米カメムシ類

発 生 量 並 やや多

１ 予報の根拠
① ７月下～８月上旬の水田畦畔すくい取り調査の結果、アカヒゲホソミドリカスミカメが県内各地で
見られたが（＋）、ホソハリカメムシの発生は少なかった（－）。
② 出穂直後の水田内すくい取り調査の結果、浜通りのクモヘリカメムシの発生は近年発生の多かった
年と同程度であった（＋）。
③ 一部の品種で障害型不稔の発生により、割れ籾の発生が予想される（＋）。
④ 無人ヘリを利用した斑点米カメムシ類の共同防除が一部で実施されている（－）。
⑤ 天候予報によると、向こう１か月の気温と降水量は平年並と予想されている（±）。
２ 防除上注意すべき事項
薬剤防除する場合は、薬剤の使用時期（収穫前日数）および使用回数に注意する。県防除基準（訂
正版）p.33、および「ファピィ」情報番号26番参照。

地 方 県 北 県 南 会 津 浜通り
セジロウンカ

発 生 量 並 やや多 並

１ 予報の根拠
① 予察灯（相馬市、会津坂下町）で８月中旬に多く誘殺された（＋）。
② ８月下旬の水田内すくい取り調査の結果、南会津で多くすくい取られ、発生もやや多い（＋）。
２ 防除上注意すべき事項
会津など発生量の多い地域では被害が発生することが考えられるので、これから薬剤防除を行う場
合は、薬剤の使用時期（収穫前日数）および使用回数に注意して行う。県防除基準（訂正版）p.34～
35参照。

地 方 県 北 県 南 会 津 浜通り
ダイズ紫斑病

発 生 量 並

１ 予報の根拠
① 集団栽培地等ではカメムシ類との同時防除が実施されている（－）。
② 天候予報によると、向こう１か月の気温と降水量は平年並と予想されている（±）。
２ 防除上注意すべき事項
① 薬剤防除を行う場合は、薬剤の使用時期（収穫前日数）に注意する。県防除基準（訂正版）p.53、
および「ファピィ」情報番号28番参照。
② 適期に刈取りし、速やかに脱穀・乾燥・調製を実施する。



地 方 県 北 県 南 会 津 浜通り
カメムシ類（ダイズ）

発 生 量 並

１ 予報の根拠
① 昨年の発生量がやや多かった（＋）。
② 集団栽培地等で無人ヘリなどを利用した共同防除が増加している（－）。
２ 防除上注意すべき事項
被害は刈取りまで長期に及び、莢伸長期では莢の黄変や落莢、子実肥大期では子実が被害粒となる。
薬剤防除を行う場合は、薬剤の使用時期（収穫前日数）に注意する。 県防除基準（訂正版）p.53およ
び「ファピィ」情報番号28番参照。

Ｂ 果 樹
Ⅰ 発生予報と防除対策

地 方 県 北 県 南 会 津 浜通り
リンゴ斑点落葉病

発 生 量 やや多 並 －

１ 予報の根拠
① 巡回調査の結果、過去５か年の発生量の平均に比べ、県北・県南地方では並（±）、会津地方では
やや少であった（－）。
② ８月22日発表の向こう１か月の天候予報によると、気温、降水量は平年並と予想されているので、
本病の葉での発病好適条件（20～30℃）、果実の発病好適条件（15～25℃）になり、秋期前線の活発
化などで発病が助長される可能性が高い（＋）。

２ 防除上注意すべき事項
① 不要な徒長枝葉は罹病しやすいので、随時剪除する。また、本病により落葉した葉は伝染源になる
ので落葉処理を行う。
② 県防除基準（訂正版）p.162にしたがい、樹全体に薬液が十分かかるように散布
する。

地 方 県 北 県 南 会 津 浜通り
リンゴ褐斑病

発 生 量 並 やや少 －

１ 予報の根拠
① 過去３か年の発生量の平均に比べ、県北地方（福島市は並、伊達地方は未確認）・県南地方ではや
や少の発生であったが（－）、発生ほ場割合は多～やや多であった（＋）。会津地方の発生量は少で
あった（－）。
② 各地方とも７月の調査結果に比べ、発病葉率、発病ほ場割合が増加している（＋）。
③ 向こう１か月の天候予報によると、気温、降水量は平年並と予想されているが、秋雨前線の活発化
などにより発病に好適な条件になる可能性が高く、本病が蔓延する恐れがある（＋）。

２ 防除上注意すべき事項
① 中晩生種では、県防除基準（訂正版）p.162にしたがい、特別散布を実施する。なお、薬剤の使用時
期（収穫前日数）や使用回数の制限に注意すること。なお、早生種では収穫後に実施する。
② 罹病落葉は翌年の伝染源になるので、丁寧に集めて土中深く埋没する。

地 方 県 北 県 南 会 津 浜通り
キンモンホソガ（ﾘﾝｺﾞ）

発 生 量 並 －

１ 予報の根拠
① 過去４か年の発生量の平均に比べ、県北（福島市で未確認であったが、伊達地方で多）、県南、会
津地方も平年並であった（±）。
② 向こう１か月の天候予報によると、気温、降水量は平年並と予想されている（±）。
２ 防除上注意すべき事項
① 発生が多い園の晩生種では、県防除基準（訂正版）p.162にしたがい、特別散布を実施する。なお、
薬剤の使用時期（収穫前日数）や使用回数制限をに注意し薬剤を選択する。
② 発生の多かった園では落葉を丁寧に集めて土中深く埋没し処分する。



ナシヒメシンクイ 地 方 県 北 県 南 会 津 浜通り

第３世代成虫発生盛期 発 生 時 期 やや遅い

（ﾘﾝｺﾞ、ﾅｼ） 発 生 量 やや多 少 並

１ 予報の根拠
① 巡回調査の結果、リンゴでの果実被害は各地方とも確認されなかった（－）。
② ナシでは既に第３世代幼虫による果実被害が各地方（会津を除く）で認められている。県北・県南
地方は例年に比べ発生量は多であり（＋）、浜通り地方では平年並であった（±）。
③ 冷夏の影響で第４世代の幼虫ふ化盛期は、各地方ともに平年に比べ遅れる見込みである。したがっ
て、ナシの晩生種やリンゴでの被害が懸念される（＋）。

２ 防除上注意すべき事項
① 被害果は見つけ次第摘除し、土中深く埋める。
② ９月中旬頃までに、バンド誘殺を行い、幼虫が潜入し終わった頃を見計らって取り外し、土中深く
埋め込む。
③ 薬剤による防除については、ファピイ36番を参照する。

カメムシ類 地 方 県 北 県 南 会 津 浜通り

（ﾘﾝｺﾞ、ﾓﾓ、ﾅｼ、ｶｷ） 発 生 量 並 やや多 やや少

１ 予報の根拠
① リンゴでの果実被害は、県北地方で並（±）、県南地方でやや多く（＋）、会津地方では確認でき
なかった（－）。
② ナシでの果実被害は、県北地方で少（－）、県南地方でやや多（＋）、浜通り地方でやや少であっ
た（－）。
③ カキ（会津地方）ではカメムシ類の被害果は確認されなかった（－）。
④ 向こう１か月の天候予報によると、気温、降水量は平年並と予想されている（±）。
２ 防除上注意すべき事項
① 山間・山沿いの果樹園では、カメムシ類の発生状況に十分注意する。特に県南および浜通り地方の
南部では、引き続き注意する。
② 成虫の飛来が多数認められる場合、県防除基準（訂正版）p.167、212、214、215にしたがい薬剤に
よる防除を行う。

ハダニ類 地 方 県 北 県 南 会 津 浜通り

（ﾘﾝｺﾞ、ﾓﾓ、ﾅｼ） 発 生 量 やや少 少

１ 予報の根拠
① 巡回調査の結果、発生量は浜通り地方では少（－）であった以外、他の地方ではやや少であった
（－）。ただし、県北地方一部で多発園が認められた。
② 向こう１か月予報によると、気温、降水量は平年並と予想される（±）。
２ 防除上注意すべき事項
① 調査で確認されたダニは、リンゴハダニが優占種であった。
② 不要な枝を剪除して、樹全体に薬液が十分かかるようにする。
③ 園内をよく観察し発生が多い場合には、県防除基準（訂正版）p.172にしたがい殺ダニ剤を散布する。
ただし、同一系統薬剤の連用は避け、早生、中生品種では収穫前日数に注意すること。

Ⅱ その他病害虫の発生動向と防除対策

リンゴ腐らん病

不順天候のため各地方で発生量が増加している。収穫時に「つる折れ」や「つる抜け」として残っ
た果柄から病原菌が侵入するので、果柄が果台に残らないように丁寧に収穫する。また、腐らん病の
発生が認められる園では、収穫直後に特別散布として、トップジンＭ水和剤 1500倍またはベンレー
ト水和剤 2000倍を散布する。なお、罹病部の治療についてはファピイ31番を参照のこと。

モモせん孔細菌病

発生量は７月より急増している。したがって本病の発生が認められる園では、越冬病原菌密度抑制
のため９月上旬（収穫終了後）から９月下旬にかけて県防除基準（訂正版）p.186にしたがい防除を徹
底する。なお、詳しくはファピイ32番を参照のこと。



ナシ黒星病

９～10月は黒星病菌が再び増加し、越冬病原菌密度が高まるので、幸水収穫終了後および豊水収穫
終了後（９月下旬～10月上旬）に県防除基準（訂正版）p.202にしたがい防除を徹底する。ただし、耐
性菌の出現が懸念されるため、トリフミン水和剤を含むＥＢＩ剤は年３回まで、ストロビルリン剤は
年２回までの使用にとどめる。なお、詳しくはファピイ33番を参照のこと。

ナシ黒斑病

先月に比べ平均発病葉率が高くなっており、調査ほ場全園で発病が確認されている。被害葉は翌年
の伝染源となるので、落葉後に集めて土中に埋没する。また、果実袋内で感染し落果した果実は、園
外に持ち出すようにする。

カイガラムシ類

ナシでクワコナカイガラムシの発生があった園では収穫後に９月いっぱいまでに枝幹部でバンド誘
殺を行う。

コスカシバ（モモ）

本種の寄生が認められる園地では、収穫後、県防除基準(訂正版）p.186にしたがい薬液が樹幹部に
十分量かかるように薬剤散布を行う。

チャハマキ

県北地方の一部のナシ園では、チャハマキによる果実被害が確認されている。本種の幼虫は、リン
ゴモンハマキやリンゴコカクモンハマキより大きい。本種成虫の発生時期および防除時期も、リンゴ
モンハマキより遅れるので、注意が必要である。 ハマキムシ類の発生がみられる場合には、発生種
を把握したうえで、防除を行う。

Ｃ 野 菜
Ⅰ 発生予報と防除対策

キュウリ べと病 地 方 県 北 県 南 会 津 浜 通 り

（夏秋露地） 発 生 量 並 －

１ 予報の根拠
① ８月下旬の巡回調査では、多くのほ場で発生が認められたが、発生量は平年並であった（±）。
② 天候予報によると、向こう１ヶ月の気温、降水量ともに平年並である（±）。
２ 防除上注意すべき事項
① 防除対策については、県防除基準（訂正版）P.92を参照する。

キュウリ うどんこ病 地 方 県 北 県 南 会 津 浜 通 り

（夏秋露地） 発 生 量 並 －

１ 予報の根拠
① ８月下旬の巡回調査では、発生ほ場率、発病葉率ともに平年並であった（±）。
② 天候予報によると、向こう１ヶ月の気温、降水量ともに平年並である（±）。
２ 防除上注意すべき事項
① 薬剤散布にあたっては、薬剤耐性菌の出現を防止するため、同一系統の薬剤を連用しないように注
意する。
② 防除対策については、県防除基準（訂正版）P.92を参照する。

キュウリ 褐斑病 地 方 県 北 県 南 会 津 浜 通 り

（夏秋露地） 発 生 量 やや多 －

１ 予報の根拠
① ８月下旬の巡回調査では、全ての調査ほ場で発生が認められ、過去４年と比較して発生ほ場率、発
病葉率ともに高かった（＋）。
② 天候予報によると、向こう１ヶ月の気温、降水量ともに平年並である（±）。
２ 防除上注意すべき事項
① 本病は、降雨が連続すると多発するので発生初期より防除を徹底する。
② 本病は、草勢が低下すると発病しやすくなるので、肥培管理には十分注意する。
③ 防除対策については、県防除基準（訂正版）P.92および「ファピィ」情報番号41番を参照する。



トマト 葉かび病 地 方 県 北 県 南 会 津 浜通り

（夏秋被覆） 発 生 量 － 並 －

１ 予報の根拠
① ８月下旬の巡回調査では、調査地域のほとんどのほ場で発生が認められたが、発生ほ場率、発病株
率はともに平年並であった（±）。
② 天候予報によると、向こう１ヶ月の気温、降水量ともに平年並である（±）。
２ 防除上注意すべき事項
① 本病は、草勢が低下すると発病しやすくなるので、肥培管理には注意する。
② 薬剤散布にあたっては、薬剤耐性菌の出現を防止するため、同一系統の薬剤を連用しないように注
意する。
③ 防除対策については、県防除基準（訂正版）P.77を参照する。

トマト 灰色かび病 地 方 県 北 県 南 会 津 浜通り

（夏秋被覆） 発 生 量 － やや多 －

１ 予報の根拠
① ８月下旬の巡回調査では、平年と比較して発生ほ場率がやや高く、調査地域のほとんどのほ場で発
生が認められた。また、発病果率が10％を超えるほ場も散見された（＋）。
② 天候予報によると、向こう１ヶ月の気温、降水量ともに平年並である（±）。
２ 防除上注意すべき事項
① 本病は、２０℃程度の温度と多湿条件で発生が多くなるので、換気を十分行う。
② 薬剤散布にあたっては、薬剤耐性菌の出現を防止するため、同一系統の薬剤を連用しないように注
意する。
③ 防除対策については、県防除基準（訂正版）P.77および「ファピィ」情報番号42番を参照する。

地 方 県 北 県 南 会 津 浜通り
タバコガ類（ピーマン）

発 生 量 並 － －

１ 予報の根拠
① ８月上旬の巡回調査によると、タバコガ類による被害果率は平年並であった（±）。
２ 防除上注意すべき事項
① 薬剤散布にあたっては、薬剤抵抗性の出現を防止するため、同一系統の薬剤を連用しないように注
意する。
② 防除対策については、県防除基準（訂正版）P.90および「ファピィ」情報番号45番を参照する。

イチゴ うどんこ病 地 方 県 北 県 南 会 津 浜通り

（育苗床） 発 生 量 やや多

１ 予報の根拠
① ８月上旬の調査によると、過去４年間と比較して、発生ほ場率および発生程度が高かった（＋）。
② 夏期に冷涼な気候が続き、越夏した伝染源量が多いと考えられる（＋）。
２ 防除上注意すべき事項
①防除対策については、県防除基準（訂正版）P.105および「ファピィ」情報番号43番を参照する。

ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ （イチゴ） 地 方 県 北 県 南 会 津 浜通り

（育苗床） 発 生 量 やや多

１ 予報の根拠
① ８月上旬の調査によると、調査ほ場全てで寄生が確認された（＋）。
２ 防除上注意すべき事項
① 防除対策については、県防除基準（訂正版）P.107および「ファピィ」情報番号
43番を参照する。

地 方 県 北 県 南 会 津 浜通り
リンドウ 花腐菌核病

発 生 量 － やや多 －

１ 予報の根拠
① ８月下旬の調査によると、本病の菌核上に子実体が形成されており、子実体の発育程度が胞子を飛
散させるまで進んだものが確認された（＋）。
② 天候予報によると、向こう１ヶ月の気温、降水量ともに平年並である（±）。
２ 防除上注意すべき事項
① 防除対策については、県防除基準（訂正版）P.281および「ファピィ」情報番号
62番を参照する。



ハダニ類 地 方 県 北 県 南 会 津 浜 通 り

（ｷｭｳﾘ､ﾅｽ､ｲﾁｺﾞ､ｷｸ） 発 生 量 並

１ 予報の根拠
① ８月下旬の巡回調査では、各作物ともに多くの調査ほ場で発生が認められたが、発生量は、平年並
であった（±）。

２ 防除上注意すべき事項
① 防除対策については、下記を参照する。

作目名 ファピィ（情報番号）
キュウリ ４１
ナス ４９
イチゴ ４３
キク ６１

オオタバコガ 地 方 県 北 県 南 会 津 浜 通 り

（ﾄﾏﾄ、ｷｸ） 発 生 量 やや多

１ 予報の根拠
① ８月下旬の巡回調査では、県南及び会津のトマト調査ほ場で寄生が確認され、頂芽での加害も認め
られた。発生ほ場率はやや多く、一部でやや被害程度の高いほ場があった（＋）。キクでは、県内各
地で被害蕾が認められたが、発生ほ場率は平年並であった（±）。７月６半旬以降、県北、会津地方
のフェロモントラップで誘殺数が過去４年間と比較して多い傾向があった（＋）。

２ 防除上注意すべき事項
① 防除対策については、下記を参照する。

作目名 ファピィ（情報番号）
トマト ４２
キク ６１

○ その他病害虫の発生動向と防除対策

キュウリ つる枯病

８月下旬の巡回調査では、県内のほとんどのほ場で発生し、葉及び茎で病斑が認められた。
本病は、病原菌の発育適温が２０～２４℃、多湿の場合発生が多くなり、まん延しやすい。向こう１
ヶ月の天候予報によると、気温および降水量は平年並と予想されており、今後の発生動向に注意する必
要がある。
発生前から防除を行い、予防散布を徹底する。また、被害株は除去し、ほ場外に持ち出し処分する。

ハモグリバエ類（トマト）

８月下旬の巡回調査では、調査ほ場の多くで寄生が認められ、寄生程度が高かった。
県南地区の数地点で発生種を確認したところ、マメハモグリバエであった。近県では、トマトハモグ
リバエの発生が確認されており、本県への侵入も警戒されることから、被害が収まらない場合は病害虫
防除所へ連絡して下さい。
防除対策については、「ファピィ」情報番号42番を参照する。

Ⅲ 天候予報
向こう１ヶ月（平成１５年８月２２日仙台管区気象台発表）の平均気温、降水量、日照時間ともに平
年並の見込みです。

お 知 ら せ
昨年、無登録農薬が全国的に流通し、使用されている実態が明らかとなり、国民の「食」に対す
る信頼を損なう大きな問題となりました。
このため、昨年１２月に農薬取締法が改正され、３月１０日からこの改正法が施行されました。
主な改正点は、①無登録農薬の製造、輸入、使用の禁止（販売は従来から禁止）、②農薬使用基
準に違反する農薬使用の禁止、③罰則の強化などであり、農薬を製造・輸入・販売・使用するすべ
ての国民に関係する内容です。
農家だけでなく、家庭菜園や花壇や芝の手入れをする方であっても、農林水産省の登録番号のあ
る安全性の確認された農薬を、ラベルをよく読んで使うことが必要です。
無登録農薬はみんなで排除しましょう。

詳しい農薬情報は、農林水産省ホ－ムペ－ジ（http://www.maff.go.jp/nouyaku/）の「農薬コ－
ナ－」 をご覧下さい。



病害虫防除情報ファクスサービス「ファピィ」
情 報 分 類 情 報 発 表 日 情 報 番 号 情 報 提 供 機 関
総 合 案 内 2003年 ８月28日 0-0308-08 福 島 県 病 害 虫 防 除 所

情 報 タ イ ト ル 枚 数 作 物 名
病害虫防除情報ファクスサービス「ファピィ」の総合案内 １ 共 通
情報の種類と情報番号
情報の種類 番号 発表日 情 報 の 内 容 枚数
総合案内 ０ 8月28日 情報の種類、内容、発表日を示す １
発生予察情報 （本県で発表した最新の発生予察情報など）
定期予報 １０ 8月28日 ●平成15年度発生予報第8号 ９
注意報 １３ 6月 6日 ○平成15年度発生予察注意報第1号 １
注意報 １４ 7月25日 ○平成15年度発生予察注意報第2号 ３
警 報 １５ 8月13日 ●平成15年度発生予察警報１号 ２
防除情報 （病害虫の具体的発生データや防除対策など）
水 稲 ２１ 7月 4日 ○紋枯病の早期発見と防除対策 １
〃 ２３ 8月11日 ●イチモンジセセリ(ｲﾈﾂﾄﾑｼ)の発生状況と防除対策 １
〃 ２５ 7月29日 ○稲こうじ病の防除対策 １
〃 ２６ 7月31日 ○斑点米カメムシ類の発生状況と防除対策 ２
〃 ２９ 8月28日 ●出穂時期と穂いもちの防除対策 ３
大 豆 ２４ 7月16日 ○ハスモンヨトウの発生状況と防除対策 １
〃 ２７ 8月 7日 ○大豆の主なアブラムシ類と防除対策 １
〃 ２８ 8月 7日 ○大豆の主な子実病害虫と防除対策 ３
果 樹 ３０ 8月27日 ●果樹病害虫総合(8/25･27発表の情報をまとめてあります) ３
〃 ３１ 6月 6日 ○リンゴ腐らん病の防除対策 ２
〃 ３２ 8月27日 ●モモせん孔細菌病の発生状況と秋期防除対策 １
〃 ３３ 8月27日 ●黒星病の発生状況と秋期防除対策 １
〃 ３６ 8月25日 ●ナシヒメシンクイの発生予測と防除対策 １
野 菜 ４１ 8月28日 ●夏秋キュウリ(露地)の病害虫発生状況と防除対策 ２
〃 ４２ 8月27日 ●夏秋トマトにおける病害虫の発生状況と防除対策 ３
〃 ４３ 8月15日 ●イチゴの仮植床における病害虫の発生状況と防除対策 ２
〃 ４５ 8月28日 ●夏秋ピーマンにおける病害虫の発生状況と防除対策 １
〃 ４６ 8月28日 ●サヤインゲンにおける病害虫の発生状況と防除対策 １
〃 ４９ 8月28日 ●夏秋ナスにおける病害虫の発生状況と防除対策 １
〃 ５０ 5月29日 ○冬春キュウリ（施設）の病害虫の発生状況と防除対策 ２
花 き ６１ 8月28日 ●キクにおける病害虫の発生状況と防除対策 ２
〃 ６２ 8月25日 ●リンドウ花腐菌核病の感染源形成状況と防除対策 １
その他 ６３ 4月28日 ○キュウリホモプシス根腐病の発生状況と防除対策 １
〃 ６４ 7月31日 ●オオタバコガの発生状況と防除対策 １
〃 ６５ 7月16日 ○ハスモンヨトウのフェロモントラップにおける誘殺数 １
農 薬 ７１ 7月 7日 ○平成15年1月～6月に登録が失効した農薬 ５
〃 ７８ 6月 6日 ○展着剤の使用について １
〃 ７９ 8月27日 ●農薬の容器又は包装の誤表示について ５
BLASTAM ８０ 火、金曜 イネいもち病（葉いもち）感染好適条件出現状況 １
〃 ８５ ６月24日 ○ＢＬＡＳＴＡＭの判定基準と留意点 １
気象情報 ９０ 金曜夕方 金曜発表の１ヶ月予報、金曜発表の週間予報 ２
●は最新の情報であることを、○はこれまでに発表した情報であることを示しています
ＦＡＸ の操作方法
① お手元のＦＡＸから「０２４（９２３）２０１０」に電話する。
② ダイヤル回線の場合のみ「トーン（＊）」または「ＰＢ」ボタンを１回押す（入力信号をプ
ッシュ信号に切り替える。ただし機種によって切り替えボタンが異なりますので、ＦＡＸの
取り扱い説明書を参照ください）。

③ 音声案内に従い 、取り出したい情報番号 に続けて、「シャープ（＃）」を押す。注１） 注２）

④ 「ピー」の音がしてから、通信ボタン（「受信」や「スタート」ボタンなど）を押す。
⑤ 受話器を置く。
注１） 音声案内中でも、情報番号の入力はできます。
注２） 情報番号がわからない場合でも、ＦＡＸの通信ボタンを押すだけで、総合案内の
情報を取り出せます。

お 知 ら せ
３月１０日から改正農薬取締法が施行されました。主な改正点は、①無登録農薬の製造、輸
入、使用の禁止（無登録農薬の販売は従来から禁止）、②農薬使用基準に違反する農薬使用の
禁止、③罰則の強化などです。農薬は農林水産省の登録番号のあるものを、ラベルをよく読ん
で使いましょう。詳しい農薬情報は、農林水産省ホ－ムペ－ジ（http://www.maff.go.jp/nouy
aku/）の「農薬コ－ナ－」をご覧下さい。

●情報内容への質問や要望は病害虫防除所までご連絡ください。
TEL：024-938-4242 FAX：024-923-2012 e-mail：kfsm0301@sp.jppn.ne.jp
●病害虫防除情報は、ファクスサービス（FAX：024-923-2010）で取り出せます。また病害虫防除所ホームページ
（アドレス http://www.aff.pref.fukushima.jp/fappi/index/html）でも見ることが出来ます。


